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の証 として,「かたち」 を追究 している とさ
れる。 しかしなが ら,通常彼らは 「かたち」
その ものについては寡黙で ある。それ は,
「かたち」が,言 葉で説明した り,知識によ
って理解で きるものではな く,直観的に感 じ
る しかないか らである。「かたち」 について
説明しようとす る時,人 は 「かたち」そのも
のよりも,そ の依 ってきたるところ,あ るい
は,そ の意味,解 釈,す なわち 「かた」につ














たち」を持たず,目 にも見えず,手 に触れ ら
れない もので,「かたち」の作 り方あるいは
そのでき方を制御するものである。ものごと
の しつらえ方,行 為 ・行動の仕方,す なわち
「しかた」である。「鋳型」厂型紙」のように
「かたち」のある 「かた」を作るときに働 く




美 しい と感 じる形態,プ ロポーシ ョンの原
理 ・原則,法 則性 なども,その自然の 「かた




美 しい 「かたち」を構造的に律 してい くため
の技術であ り,「かた」 となるものである。
このように,すべての 「かたち」 を規定 し,
導 くのは 「かた(「方」「仕方」,あるいは姿
勢,態 度 としての 「気質(かたぎ)」な ど)で
ある。 そして,「かたちある物事」は,そ の
「かた」 を伝 える媒体あるいは手段である。
何事においても 「基本」 となるものが 「原型
(「かた」)」となって,現 象 としての 「かた
ち」が具体的かっ多様に展開される。 またそ
のような多様な具体的展開(現 象 としての
「かたち」)から,や がて は新たな 「かた」
が抽象され,そ れが再び新 しい 「かたち」 と
して具現されるということが繰 り返され る。
「かたち」について
デザイナーが働 きかける対象は,作 られ る
製品そのものよりも,それを取 り巻 く人々で
ある。道具 ・機器,設 備,装 置などを計画す
るにあたって重要なのは,それ らの使い方 を
通して,生 活様式を体系づけ,方 向づけ,作
法(作 業方法)を 導 くことである。 したが っ
て,道 具 にはさまざまな生活の型,行 動の仕
方,も のごとのしつ らえ方などが社会的に共
有 されるもの として封 じ込 められていなけれ




である。言うまで もな くモノそのもの も 「か
たち」を与えるべ き対象であるが,そ の 「か







ての 「かたち」を感じとり,そ こに潜む 「か
た」 を反省的に捉 え,「問題」 を構想 し,新
たにあるべき 「かた」を創 ろうとする。モノ
の 「かたち」は,そ のような 「かた」によっ
て導かれ,具 現される。そして,モ ノの 「か
たち」を介 して 「行為の仕方(作 法)」を伝
え,「生活の仕方(暮 らし方)」「人間らしい









成すべき性能 は,作 るべ きモノを構成する諸
要素の属性(機 能)を 人間の目的に沿 って制
御することによって実現される。
デザインは,既 に習慣 とな って しまった
「行為のかたち」を反省的に取 り上げ,未 だ
習慣的になっていない行為 をその対象とする。
われわれが未来の 「かたち」 として取 り上げ






に受 けとめるだけでな く,そ こか ら新たに
「あるべきコ ト」の概念 を生成することの根
底にあるものである。何事につけても,新た






知識,経 験を踏 まえながら,こ れから作ろう

















を標榜 して話題 にされるこれ らの事柄 ば,そ
れぞれがデザインの対象になり得 ると言 うよ
りも,そ れ らが形成 する 「かた」 と 「かた
ち」の階層構造を踏まえて,デザイン問題が
構想 され,そ れに相応した奥行 きと深さを持
ったモノに収斂させられることが重要である。
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